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定常状態のシ-レディンガ-方程式は一芸AV-FPで 2m-h-L E-k2 とすれば･ビ
リヤードではHelmholz方程式(A+k2)V=oとなる｡通常の境界条件 (Dirichlet条件)では
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d(k2･a,=dbb(k2,･dgen(k2･a,･ただし､dgen(k2,a,=去 ∑ 皇 aij'coslj(keγ一号αγ･¢γ)iγ ノ=l
n;
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58 まとめ
波数依存性をもつ境界条件をスタジアムビリヤードに課すことにより､量子論と半古典論の比
較を行った｡結果として､ (1)準位数に関するワイルの法則を波数依存のある境界条件の場
合に導き､数値計算と非常によい結果の一致をみた｡ (2)量子的な準位密度のFourier変換
とt暮J典周期軌道の周期との対応を調べた｡波数依存のある境界条件とDirichlet条件の差の
Fourier変換からboucingbal軌道が排除されることが明確にわかった｡ (3)混合境界条件を
利用して､bouncingbal軌道を排除することにより､半古典的な準位密度と量子力学的なもの
との非常によい一致を得た｡
なお参考文献として､ Prog.Theor.Phys.98( 9`7)869pをご覧ください｡
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